
地
域
エ
ネ
ビ
ジ
ョ
ン
に
協
力

北陸ガス
柏 崎 市

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
街
づ
く
り
へ

地
域
エ
ネ
会
社
実
現
へ
可
能
性
調
査

原
発
頼
み
で
な
い
産
業
を

新
潟
県
柏
崎
市
は
人
口
約
８
万
４
０
０
０
人
。
同
県
中
央
部
の
日
本
海
に
面
し
た
、
い
わ
ゆ
る
中
越
地

方
の
中
心
都
市
の
一
つ
で
あ
る
。
明
治
時
代
中
期
以
降
、
石
油
・
天
然
ガ
ス
、
原
子
力
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
よ
っ
て
、
日
本
を
支
え
て
き
た
。
同
市
は
２
０
１
８
年
３
月
、
将
来
の
脱
炭
素
社
会
を
見
据
え
た

「
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
た
。
同
年
４
月
に
市
の
ガ
ス
事
業
を
引
き
継
い
だ
北
陸
ガ
ス

は
、
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
と
し
て
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
く
考
え
だ
。

ビ
ジ
ョ
ン
は
柏
崎
が
国
産
の

石
油
と
天
然
ガ
ス
の
生
産
で
栄

え
た
時
代
を
「
柏
崎
１
・
０
」、

東
京
電
力
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発

電
所
が
立
地
し
た
１
９
８
０
年

代
以
降
を
「
柏
崎
２
・
０
」、

そ
し
て
今
後
の
次
世
代
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
時
代
を
「
柏
崎
３
・
０
」

と
す
る
。「
３
・
０
」の
目
標
で
あ

る
脱
炭
素
社
会
の
実
現
は
２
０

５
０
年
ご
ろ
と
し
て
い
る
。

た
だ
、
一
気
に
到
達
す
る
の

で
は
な
く
、
ま
ず
は
中
間
段
階

と
い
う
べ
き「
柏
崎
２
・
５
」と

し
て
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
原
子
力
の
ま
ち
」を
目
指
す
。

１９
年
度
に
は
、「
柏
崎
２
・

５
」
の
中
核
と
な
る
「
地
域
エ

ネ
ル
ギ
ー
会
社
」
の
実
現
可
能

性
調
査
に
着
手
す
る
。
桜
井
雅

浩
市
長
は
、
１８
年
１２
月
の
市
議

会
本
会
議
で
、
１９
年
度
当
初
予

算
案
に
調
査
研
究
費
を
計
上
す

る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
市

内
に
あ
る
再
エ
ネ
を
電
源
と
し

て
電
力
小
売
事
業
を
行
う
「
地

産
地
消
」
に
よ
り
、「
新
た
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
構
築
を
目

指
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

同
市
の
山
崎
浩
子
電
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
戦
略
室
長
は
、
ビ
ジ
ョ

ン
の
最
大
の
狙
い
を
、「
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
環
境
関
連
産
業
を
当

市
に
根
付
か
せ
る
こ
と
。
さ
ら

に
市
民
が
そ
れ
を
誇
り
に
思
っ

て
住
み
続
け
ら
れ
る
こ
と
」
と

説
明
す
る
。

山
崎
室
長
は
、
北
陸
ガ
ス
に

つ
い
て
「
電
力
会
社
に
な
い
ノ

ウ
ハ
ウ
や
顧
客
接
点
を
持
っ
て

い
る
。
当
市
に
と
っ
て
天
然
ガ

ス
は
地
産
地
消
エ
ネ
ル
ギ
ー

だ
。
ま
た
こ
の
地
域
は
寒
冷
地

な
の
で
熱
は
特
に
重
要
。
エ
ネ

フ
ァ
ー
ム
や
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
運

用
等
で
電
気
と
熱
の
両
方
に
ノ

ウ
ハ
ウ
の
あ
る
北
陸
ガ
ス
に
期

待
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
地
域
エ
ネ

ル
ギ
ー
会
社
に
参
画
し
て
い
た

だ
き
、
地
域
で
存
在
感
を
示
し

て
ほ
し
い
」
と
語
る
。

北
陸
ガ
ス
も
前
向
き

北
陸
ガ
ス
の
高
井
聡
柏
崎
支

社
長
は
、
柏
崎
に
お
け
る
ガ
ス

事
業
の
引
き
継
ぎ
を
陣
頭
指
揮

し
て
い
る
。
４
月
以
降
、
円
滑

に
ガ
ス
事
業
を
引
き
継
い
で
ス

タ
ー
ト
で
き
た
こ
と
に
、
ま
ず

は
胸
を
な
で
下
ろ
す
。

「
柏
崎
市
が
、
保
安
や
イ
ン

フ
ラ
整
備
な
ど
、
し
っ
か
り
堅

実
に
事
業
を
行
っ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
順
調
に
滑
り
出
す
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
１
年
間
の

準
備
期
間
で
お
客
さ
ま
に
当
社

を
Ｐ
Ｒ
で
き
た
。
１８
年
１０
月
に

初
め
て
開
い
た
ガ
ス
展
が
盛
況

で
市
民
に
は
好
意
的
に
受
け
止

め
ら
れ
た
と
感
じ
て
い
る
。
地

域
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
へ
の
参
画

も
前
向
き
に
対
応
し
た
い
」

（
高
井
支
社
長
）
と
話
す
。

北
陸
ガ
ス
の
田
村
鉄
弥
営
業

部
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
画
担
当
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
は
、「
現
在
建
設
中

の
新
市
庁
舎
に
コ
ー
ジ
ェ
ネ
が

設
置
さ
れ
る
。
柏
崎
市
は
新
し

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
に
積

極
的
だ
。
市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
に
役
立
つ
よ
う
、
当
社
の
ノ

ウ
ハ
ウ
等
に
つ
い
て
情
報
提
供

し
た
い
」
と
語
る
。

山
崎
室
長
は
、
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
会
社
の
方
向
性
を「
エ
ネ

ル
ギ
ー
地
産
地
消
の
た
め
に
、

ま
ず
は
市
内
で
の
再
エ
ネ
活
用

の
拡
大
に
取
り
組
む
。
将
来
は

熱
供
給
の
ほ
か
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
ま
ち
と
し
て
市
外
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
供
給
し
て
い
く
こ
と
も

検
討
し
た
い
」
と
説
明
す
る
。

市
は
、
長
期
的
に
は
洋
上
風

力
に
取
り
組
む
意
向
だ
。
大
規

模
、
安
価
に
電
力
を
供
給
で
き

る
可
能
性
が
あ
り
、
沿
岸
部
に

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
基
地
を
つ
く
る

な
ど
、
産
業
化
に
適
し
て
い
る

か
ら
だ
。
さ
ら
に
再
エ
ネ
を
補

完
す
る
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
蓄

電
池
の
活
用
に
も
挑
戦
し
た
い

と
い
う
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
歴
史

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
背
景
に
あ

る
柏
崎
市
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
関

係
の
歴
史
を
紹
介
す
る
。
柏
崎

で
は
明
治
２１
（
１
８
８
８
）
年

に
、
今
の
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
前
身
「
日
本
石
油
」
が
柏

崎
に
設
立
さ
れ
て
以
来
、
石
油

産
業
が
盛
ん
だ
っ
た
。「
石
油
、

天
然
ガ
ス
は
、
当
市
に
製
造
業

が
根
付
く
基
礎
を
つ
く
っ
た
」

（
山
崎
室
長
）
と
語
る
。
例
え

ば
日
本
石
油
が
海
外
メ
ー
カ
ー

か
ら
調
達
し
て
い
た
製
油
機

器
、
さ
く
井
機
等
を
生
産
す
る

た
め
、
新
潟
鉄
工
所
が
柏
崎
分

工
場
（
現
日
本
フ
ロ
ー
サ
ー

ブ
）
を
設
立
し
た
こ
と
に
始
ま

り
、
昭
和
初
期
に
は
、
石
油
を

中
心
と
し
た
産
業
集
積
が
生
ま

れ
た
。

柏
崎
刈
羽
原
発
１
号
機
は
８５

年
に
商
用
運
転
を
開
始
し
た
。

電
源
立
地
交
付
金
や
固
定
資
産

税
な
ど
が
地
元
に
落
ち
、
資
材

調
達
な
ど
雇
用
も
生
ま
れ
た
。

「
原
子
力
に
つ
い
て
は
当
初
、

石
油
の
よ
う
に
周
辺
産
業
を
発

展
さ
せ
た
い
と
い
う
願
い
が
あ

っ
た
が
、
そ
こ
は
期
待
通
り
に

は
行
か
な
か
っ
た
」（
山
崎
室

長
）。３

・
１１
後
も
含
め
、
全
基
停

止
す
る
期
間
が
多
く
、
原
発
に

依
存
し
な
い
ま
ち
づ
く
り
は
急

務
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
１７
年
度

に
策
定
し
た
市
の
第
五
次
総
合

計
画
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境

産
業
の
創
出
」
を
柱
の
一
つ
と

し
た
。
そ
の
具
体
策
と
し
て
翌

年
策
定
し
た
の
が
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
。

ビ
ジ
ョ
ン
は
、
基
本
方
針
の

第
一
に
「
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
意

識
の
向
上
」
を
掲
げ
た
。
学
校

教
育
・
社
会
教
育
に
お
け
る
環

境
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
を
充
実
し

「
原
子
力
も
含
め
た
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
ま
ち
と
し
て
シ
ビ
ッ
ク
プ

ラ
イ
ド
（
市
民
の
誇
り
）
を
持

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
長
期
的
な

産
業
づ
く
り
に
も
、
人
の
定
着

に
も
必
要
だ
」（
山
崎
室
長
）
と

す
る
。
第
二
は
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
も
含
め
た
「
ス
マ

ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
暮
ら

し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」。
第

三
は
地
産
地
消
エ
ネ
導
入
や
省

エ
ネ
対
策
支
援
、
原
発
と
の
共

存
に
向
け
た
安
全
技
術
、
廃
炉

産
業
の
育
成
を
含
む
「
環
境
エ

ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業
の
確
立
」。

第
四
は
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
上

越
沖
に
賦
存
す
る
メ
タ
ン
ハ
イ

ド
レ
ー
ト
の
活
用
・
導
入
の
研

究
を
含
め
た
「
地
産
地
消
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
推
進
」
を
掲
げ

た
。
四
つ
の
基
本
方
針
は
全
て

産
業
づ
く
り
を
意
識
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
市
内
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
太
陽
光
発

電
と
蓄
電
池
を
組
み
合
わ
せ
た

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
。

ま
た
、
保
育
園
、
消
防
署
、
中

学
校
に
地
下
の
熱
を
地
上
で
使

う
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
の
「
地
中

熱
空
調
」
を
導
入
す
る
な
ど
、

公
共
施
設
で
の
再
エ
ネ
利
用
を

拡
大
中
だ
。

◇

柏
崎
市
民
に
と
っ
て
北
陸
ガ

ス
は
、
事
業
継
承
以
前
か
ら
同

社
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
が
市
内
で
も

放
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
身
近
な
存
在
だ
っ
た
よ
う

だ
。
ガ
ス
水
道
局
時
代
に
は
あ

ま
り
実
績
の
な
か
っ
た
エ
ネ
フ

ァ
ー
ム
販
売
も
好
調
と
い
う
。

北
陸
ガ
ス
が
同
市
で
の
ガ
ス

事
業
を
成
功
さ
せ
、
市
と
連
携

し
な
が
ら
、
真
に
地
域
に
根
差

し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
に
な
る

日
は
遠
く
な
い
と
感
じ
た
。

新潟駅から萬代橋で信濃川を渡り、国道を進んだとこ

ろにある西堀交差点。普段は交通量も人通りも多い場所

です。辺り一面が雪で覆われたこの日、初めはガス燈の

頭にも積もっていましたが、点灯するとその温もりでみ

るみる溶け出し、消えていきました。雪を被り、かつ灯

ったガス燈が見られるのは、ほんのわずかの時間です。

▼本社＝新潟市中央区東大通▼設

立＝1913 年▼社長＝敦井一友▼供

給区域＝新潟市、長岡市、三条市、加

茂市、田上町、柏崎市、刈羽村▼需要

家件数＝40 万 7124 件（2018 年度見

込み、普及率 96.2％）▼関連会社＝

ＬＰガス販売の北陸天然ガス興業、

ガス設備の保全、設計施工の北陸ガ

スエンジニアリングなど

日
本
ガ
ス
協
会
の
ペ
ー

ジ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
広
報
グ
ル
ー
プ
、
小

野
（
㑭
０
３
・
３
５
０
２

・
０
１
１
２
）
ま
で
。

基本方針1

環境エネルギ
ー意識の向上 ▼

●学校教育・社会教育での環境エネ教
育充実

●エネルギーのまちとしてのシビック
プライド醸成

●産学官金連携の環境エネ関連産業の
技術開発推進

●市民主体の情報発信・広報活動

基本方針2

スマートエネ
ルギーによる
暮らしやすい
まちづくり

▼

●多様なエネ自給による災害・変化に
強いまちづくり

●太陽光発電と蓄電池、ＩｏＴの活用
によるスマートハウスの普及推進

●高気密・高断熱・高効率機器による
省エネ推進

●環境エネ関連産業における人材育成

基本方針3

環境エネルギ
ー関連産業の
確立

▼

●地産地消エネ導入・省エネ対策支援
による事業者の脱炭素化の加速

●環境エネ関連技術・サービスの開発
によるものづくり産業活性化

●原子力発電との共存に向けた安全技
術・廃炉産業育成

基本方針4

地産地消エネ
ルギーの活用
促進

▼

●地産地消エネ推進に向けた地域エネ
会社の設立検討

●市民による身近な地産地消エネ推進
●地中熱や雪氷熱などの地産地消エネ
活用

●再生エネ・次世代エネを活用した電
気自動車・燃料電池自動車普及

●水素エネ・メタンハイドレートの活
用・導入の研究

山崎室長

北陸ガスのプロフィール

高井支社長

図２ 地域エネルギービジョンの基本施策

田村マネージャー

出所：柏崎市地域エネルギービジョン（図 2も同じ）

図１ 「エネルギーのまち 柏崎3.0」へ向かうイメージ

国道１１６号西堀交差点（新潟県新潟市）

撮影：川村典幸

（毎週月曜日発行・週刊）（第三種郵便物認可）ガ ス エ ネ ル ギ ー 新 聞日14月1（平成31年）年2019日本ガス協会のページ9

ス
マ
エ
ネ
タ
ウ
ン
で
連
携

鳥取ガス
鳥 取 市

下
水
バ
イ
オ
を
小
売
り
電
源
に

製
造
品
出
荷
半
減
か
ら
復
活
期
す

構
想
は
次
の
段
階
に

鳥
取
市
坂
本
課
長
に
聞
く

地
産
地
消
エ
ネ
確
立
へ
努
力

鳥
取
ガ
ス
は
２
０
１
７
年
１１
月
、
鳥
取
市
秋
里
下
水
終
末
処
理
場
内
で
、
消
化
槽
か
ら
発
生
す
る
バ
イ

オ
ガ
ス
を
使
っ
た
発
電
を
開
始
し
た
。
運
転
は
順
調
で
、
発
電
し
た
電
気
は
、
同
社
と
鳥
取
市
が
地
産
地

消
電
力
を
掲
げ
て
設
立
し
た
「
と
っ
と
り
市
民
電
力
」
の
貴
重
な
ベ
ー
ス
電
源
と
な
っ
て
い
る
。
鳥
取
市

が
１５
年
以
降
、
地
元
企
業
と
連
携
し
て
推
進
す
る
「
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
タ
ウ
ン
構
想
」
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
つ
だ
。
構
想
の
要
で
あ
る
と
っ
と
り
市
民
電
力
の
現
状
を
取
材
す
る
と
と
も
に
、
関
係
者
に
構

想
実
現
へ
の
意
気
込
み
を
聞
い
た
。

鳥
取
市
は
、１３
～
１４
年
度
に

総
務
省
の
「
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ

ー
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の

一
環
と
し
て
「
ス
マ
ー
ト
エ
ネ

ル
ギ
ー
タ
ウ
ン
構
想
」を
検
討

し
、並
行
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
具

体
化
の
た
め
の
体
制
づ
く
り
に

取
り
組
ん
だ
。１５
年
８
月
に
構

想
を
発
表
、ほ
ぼ
同
時
に
構
想

を
推
進
す
る
た
め
の
協
議
会

と
、構
想
の
要
と
な
る
会
社「
と

っ
と
り
市
民
電
力
」を
設
立
し

た
。さ
ら
に
同
年
１２
月
、再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
育
成
等

を
行
う
合
同
会
社「
と
っ
と
り

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
」を
設
立
し
た
。

鳥
取
市
秋
里
下
水
終
末
処
理

場
内
の
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
も
、

ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
タ
ウ
ン

構
想
の
一
環
だ
。
同
事
業
は
鳥

取
ガ
ス
が
場
内
に
バ
イ
オ
ガ
ス

発
電
施
設
（
ヤ
ン
マ
ー
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
製
、
２５
!
×
８

台
㒦
２
０
０
!
）を
設
置
、下
水

処
理
工
程
の
一
つ
で
あ
る
嫌
気

性
発
酵
で
発
生
す
る
消
化
ガ
ス

（
メ
タ
ン
ガ
ス
を
６０
％
含
む
）

を
燃
料
に
利
用
し
て
発
電
。
と

っ
と
り
市
民
電
力
の
貴
重
な
ベ

ー
ス
電
源
と
な
っ
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
タ
ウ

ン
構
想
は
、
ど
の
よ
う
な
背
景

か
ら
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
０８
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ

ッ
ク
は
人
口
減
少
で
疲
弊
し
つ

つ
あ
っ
た
地
域
経
済
に
大
き
な

打
撃
を
与
え
た
。
１１
年
に
同
市

の
経
済
・
産
業
の
頂
点
に
立
っ

て
い
た
「
鳥
取
三
洋
電
機
」
の

事
業
所
が
閉
鎖
し
た
こ
と
も
、

衝
撃
が
大
き
か
っ
た
。
鳥
取
市

の
坂
本
宏
仁
経
済
・
雇
用
戦
略

課
長
は
「
鳥
取
三
洋
撤
退
の
影

響
で
市
内
の
製
造
品
出
荷
額
は

半
分
に
落
ち
込
ん
だ
。
早
急
に

経
済
の
建
て
直
し
を
図
る
必
要

が
あ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
環
境
産
業
が
成
長
産
業

だ
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に

着
目
し
た
」
と
振
り
返
る
。

ま
ず
１１
年
度
か
ら
「
ス
マ
ー

ト
・
グ
リ
ッ
ド
・
タ
ウ
ン
」に
取

り
組
ん
だ
。
若
葉
台
と
い
う
街

区
で
市
が
自
ら
自
営
線
を
敷

設
、省
エ
ネ
・
創
エ
ネ
技
術
を
集

中
導
入
し
て
実
証
を
行
っ
た
。

し
か
し
「
特
定
地
区
に
閉
じ
る

と
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て

広
が
ら
な
い
」（
坂
本
課
長
）と

し
て
、同
事
業
を
収
束
さ
せ
た
。

次
に
取
り
組
ん
だ
の
が
ス
マ

ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
タ
ウ
ン
構
想

だ
。「
当
市
の
再
エ
ネ
賦
存
量

は
風
力
が
中
国
地
方
の
市
町
村

で
３
位
、
太
陽
光
が
同
じ
く
９

位
。
森
林
面
積
は
７２
％
で
木
質

系
バ
イ
オ
マ
ス
の
賦
存
量
が
大

き
い
と
分
か
っ
て
き
た
。
多
様

な
方
法
で
こ
れ
ら
地
産
エ
ネ
か

ら
電
気
と
熱
を
取
り
出
し
、
地

域
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
を
通
じ
て

地
域
で
消
費
す
る
。
何
も
し
な

け
れ
ば
外
に
出
て
い
く
資
金

を
、
地
元
で
循
環
さ
せ
よ
う
と

考
え
た
」（
坂
本
課
長
）

中
核
と
な
る
地
域
エ
ネ
ル
ギ

ー
会
社
が
と
っ
と
り
市
民
電
力

だ
。
市
は
「
鳥
取
ガ
ス
が
地
域

エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
の
主
要
プ
レ

ー
ヤ
ー
と
し
て
手
を
挙
げ
な
け

れ
ば
、
構
想
は
絵
に
描
い
た
餅

に
終
わ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
」

（
坂
本
課
長
）
と
話
す
。

一
方
、
鳥
取
ガ
ス
も
、
地
元

経
済
と
シ
ン
ク
ロ
す
る
課
題
を

抱
え
て
い
た
。
す
で
に
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
前
か
ら
人
口

減
と
オ
ー
ル
電
化
攻
勢
で
顧
客

数
が
減
り
、１
戸
当
た
り
の
ガ

ス
消
費
量（
パ
ー
メ
ー
タ
ー
）も

減
少
。リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後

は
企
業
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が

大
幅
に
減
少
し
、鳥
取
三
洋
撤

退
が
追
い
打
ち
を
か
け
た
。「
ガ

ス
だ
け
で
は
生
き
残
れ
な
い
。

ま
ず
は
電
気
事
業
を
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
と
考
え
た
」（
森

田
裕
一
・
鳥
取
ガ
ス
執
行
役
員

経
営
企
画
グ
ル
ー
プ
部
長
）
と

い
う
。
１６
年
４
月
の
電
力
小
売

り
全
面
自
由
化
が
と
っ
と
り
市

民
電
力
設
立
を
後
押
し
し
た
。

坂
本
宏
仁
鳥
取
市
経
済
・
雇

用
戦
略
課
長
に
、
ス
マ
ー
ト
エ

ネ
ル
ギ
ー
タ
ウ
ン
構
想
の
具
体

化
に
つ
い
て
聞
い
た
。

◇

―
ス
マ
エ
ネ
タ
ウ
ン
構
想
ス

タ
ー
ト
か
ら
約
３
年
経
っ
た
。

鳥
取
ガ
ス
と
当
市
で
設
立
し

た
と
っ
と
り
市
民
電
力
が
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
進

め
、
資
金
が
あ
る
程
度
域
内
で

循
環
し
始
め
て
い
る
。
環
境
面

で
も
鳥
取
ガ
ス
に
よ
る
下
水
バ

イ
オ
ガ
ス
発
電
は
、
Ｃ
Ｏ
２

排

出
量
削
減
に
役
立
っ
て
お
り
成

果
は
上
が
っ
て
い
る
。

た
だ
、
新
電
力
会
社
設
立
で

は
雇
用
創
出
効
果
が
少
な
い
。

地
産
電
源
率
の
向
上
も
課
題

だ
。
市
と
し
て
は
、
と
っ
と
り

市
民
電
力
と
ほ
ぼ
同
時
に
設
立

し
た
「
と
っ
と
り
環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」
を
本
格

的
に
活
用
し
、
再
エ
ネ
を
開
発

す
る
事
業
者
を
育
成
し
、
再
エ

ネ
等
の
事
業
や
雇
用
の
創
出
を

促
し
た
い
。

現
在
、
中
小
企
業
等
の
省
エ

ネ
診
断
事
業
と
中
心
市
街
地
に

お
け
る
熱
電
併
給
事
業
の
実
現

可
能
性
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

―
ほ
か
に
雇
用
創
出
に
プ
ラ

ス
に
な
る
取
り
組
み
は
。

来
年
、
気
高
（
け
た
か
）
と

い
う
と
こ
ろ
に
道
の
駅
が
オ
ー

プ
ン
す
る
が
、
こ
こ
に
太
陽
光

発
電
と
木
質
ボ
イ
ラ
ー
を
設
置

し
て
、
熱
と
電
気
を
自
家
消
費

す
る
モ
デ
ル
を
検
討
中
だ
。
木

質
ボ
イ
ラ
ー
の
材
料
を
地
域
の

林
業
者
か
ら
調
達
す
る
新
た
な

仕
組
み
と
し
た
い
。
ボ
イ
ラ
ー

だ
け
で
な
く
、
木
質
燃
料
の
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
つ
く
れ

ば
、
雇
用
が
生
ま
れ
る
可
能
性

が
高
い
。
当
市
が
課
題
と
し
て

い
る
シ
ル
バ
ー
人
材
活
用
に
つ

な
が
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境

関
連
事
業
は
、
当
市
の
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
解
決
の
手
段
と
し
て

も
う
ま
く
活
用
で
き
る
。

鳥
取
市
で
は
、地
域
の
産
業
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
頂
点
だ
っ
た
「
鳥
取
三
洋
電
機
」
が
２
０
１
１
年
に
撤
退
。新
潟
県
柏
崎
市
は
東
京
電
力
・
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所

で
栄
え
た
が
、３
・
１１
以
降
長
期
停
止
し
て
い
る
。こ
う
し
た
自
治
体
が
「
脱
・
一
本
足
打
法
」
の
た
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
地
産
地
消
電
力
に
注

目
し
て
お
り
、地
域
に
根
差
し
た
都
市
ガ
ス
会
社
を
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
見
て
い
る
。鳥
取
ガ
ス
と
鳥
取
市
、北
陸
ガ
ス
と
柏
崎
市
の
ケ
ー
ス
を
紹
介
す
る
。

と
っ
と
り
市
民
電
力
は
、
設

立
初
年
度
の
１６
年
７
月
期
か
ら

３
期
連
続
で
増
収
か
つ
黒
字
を

達
成
し
た
。
１８
年
７
月
期
の
売

り
上
げ
は
約
５
億
円
と
順
調

だ
。
地
産
電
源
の
比
率
は
、
最

低
ラ
イ
ン
と
し
て
目
標
に
し
て

い
た
３
割
を
超
え
て
い
る
。

と
っ
と
り
市
民
電
力
は
主
に

法
人
向
け
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
、
市
立
小
中
学
校
を
は
じ
め

と
す
る
公
共
施
設
約
１
０
０
カ

所
と
、
市
内
の
企
業
に
販
売
し

て
い
る
。「
他
の
小
売
電
気
事
業

者
と
の
競
合
が
激
し
く
な
り
つ

つ
あ
る
。
当
社
の
電
気
は
競
争

力
の
あ
る
料
金
を
前
提
に
、
市

の
経
済
政
策
と
連
携
し
て
い
る

こ
と
で
『
地
元
の
電
気
』
と
し

て
選
ん
で
も
ら
う
ケ
ー
ス
が
増

え
て
い
る
」（
大
谷
保
雄
・
鳥

取
ガ
ス
部
長
兼
と
っ
と
り
市
民

電
力
取
締
役
部
長
）
と
話
す
。

一
方
家
庭
用
は
、
鳥
取
ガ
ス

グ
ル
ー
プ
が
１８
年
７
月
の
創
立

１
０
０
周
年
を
機
に
打
ち
出
し

た
新
ブ
ラ
ン
ド
「
エ
ネ
ト
ピ
ア
」

を
冠
し
た「
エ
ネ
ト
ピ
ア
電

気
」
と
し
て
、
鳥
取
ガ
ス
と
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
会
社
の
鳥
取
ガ
ス
産
業

が
取
次
と
な
り
営
業
活
動
を
行

っ
て
い
る
。「
家
庭
用
は
、
鳥

取
ガ
ス
の
信
用
力
で
選
ん
で
も

ら
っ
て
い
る
。
と
っ
と
り
市
民

電
力
は
も
と
も
と
、
利
益
を
何

ら
か
の
形
で
市
民
に
還
元
す
る

前
提
で
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

還
元
策
を
工
夫
し
、
と
っ
と
り

市
民
電
力
へ
の
認
知
度
を
高
め

た
い
」（
大
谷
部
長
）
と
話
す
。

現
在
、
自
前
電
源
を
持
た
な

い
多
く
の
新
電
力
事
業
者
は
電

源
調
達
に
悩
ん
で
い
る
。
そ
の

上
、
乱
高
下
し
て
い
る
卸
電
力

取
引
所
の
卸
価
格
の
リ
ス
ク
ヘ

ッ
ジ
の
手
段
が
な
い
。

と
っ
と
り
市
民
電
力
も
例
外

で
は
な
い
。
鳥
取
ガ
ス
が
持
つ

Ｆ
Ｉ
Ｔ
電
源
の
太
陽
光
発
電
所

や
中
国
電
力
の
常
時
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
、
伊
藤
忠
エ
ネ
ク
ス
の
バ

ラ
ン
シ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
複
数

新
電
力
で
連
携
し
て
同
時
同
量

を
し
や
す
く
す
る「
代
表
契
約

者
制
度
」）、卸
電
力
取
引
所
な

ど
の
電
源
を
常
時
組
み
合
わ
せ

最
適
化
し
て
い
る
。

鳥
取
ガ
ス
創
業
者
の
児
嶋
幸

吉
初
代
社
長
は
１
９
１
０
年
ご

ろ
、
初
代
鳥
取
商
工
会
議
所
会

頭
を
務
め
て
お
り
、
鳥
取
市
と

連
携
し
て
電
気
の
市
営
化
と
電

気
の
収
益
で
市
政
を
運
営
す
る

「
無
税
都
市
構
想
」を
提
唱
し
た

こ
と
が
あ
る
。
結
局
既
存
電
力

の
鳥
取
電
灯
が
反
対
し
、
実
現

し
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
を
き
っ

か
け
に
ガ
ス
会
社
設
立
に
動
い

た
と
い
う
歴
史
が
あ
る
。
地
域

貢
献
に
つ
な
が
る
形
で
の
電
力

事
業
へ
の
進
出
が
鳥
取
ガ
ス
の

悲
願
だ
っ
た
と
も
言
え
る
。
同

社
は
「
目
先
の
利
益
を
求
め
る

の
で
は
な
く
、
何
十
年
も
先
の

理
想
像
を
見
据
え
な
が
ら
、
し

ん
わ
り
た
ん
わ
り（
鳥
取
の
方

言
で
し
ぶ
と
く
、ゆ
っ
く
り
と

の
意
味
）と
事
業
を
継
続
し
た

い
」（
森
田
部
長
）と
話
す
。

事
業
を
通
じ
て
、
地
域
に
貢

献
す
る
―
。
鳥
取
ガ
ス
は
、
創

業
以
来
の
理
念
を
継
承
し
て
い

る
。「
無
税
都
市
構
想
」の
精
神

を
込
め
た「
エ
ネ
ト
ピ
ア
」の
ブ

ラ
ン
ド
と
精
神
は
確
実
に
市
民

に
浸
透
し
て
い
き
そ
う
だ
。

▼本社＝鳥取市五反田町▼

創 業＝1918 年▼社 長＝児

嶋太一▼供給区域＝鳥取市

▼需 要 家 数＝2万 2680 件

（2015 年度。普及率 47．7％）

▼グループ会社＝ＬＰガス

等販売の鳥取ガス産業、小

売電気事業者の「とっとり市

民電力」（鳥取ガス90％、鳥

取市 10％出資）、ガス機器

のメンテナンス・販売の「鳥

取ガスサービス」、管工事な

どの「鳥取ガス設備」、情報

通信関連事業などの「ジー

コミュニケーションネットワ

ーク」などがある。

鳥取ガスのプロフィール

■■■ 再生可能エネルギー ■■

エ
ネ
産
業
づ
く
り
に
貢
献

資
金
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
循
環

森田部長

鳥取ガスの東郷太陽光発電所も電源に

大谷部長

下水処理場のバイオガスを発電に活用

坂本課長
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